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公立夜間中学とは

様々な事情により義務教育を修了できなかった人や、不
登校などの事情により義務教育が十分に受けられなかっ
た人などを対象に、夜の時間帯等に授業が行われる公立
の中学校のこと。

授業 昼間の中学と同じ週５日

授業料 無償

教える人 教員免許を持った中学校教諭

学ぶ教科 昼間の中学校と同じ９教科

１



公立夜間中学とは

戦後の混乱期の中で、生活困窮などの理由から昼間に
就労又は家事手伝い等を余儀なくされた学齢生徒が多く
いたことから、それらの生徒に義務教育の機会を提供
することを目的として中学校に付設

昭和30年頃には80校を超えたが、社会情勢の変化により
減少～平成30年度には8都府県25市区に31校まで減少

平成31年4月川口市と松戸市に開設～22年ぶりの新設校

生徒は新渡日外国人、形式的卒業者の割合が増加
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国の取組（教育機会確保法）

平成２８年１２月

「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の

機会の確保等に関する法律」

第１４条

全ての地方公共団体に中学校夜間学級の設置を含む

就学機会の提供等の措置を講ずることを義務付け
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国の取組（最近の動向）

令和３年１月 衆議院予算委員会 菅総理答弁

「引き続き夜間中学の教育活動を支援するとともに、

今後５年間で全ての都道府県・指定都市に夜間中学が

少なくとも一つ設置されることを目指し、全国知事会

や指定都市市長会の協力を得て、取り組んでいく」
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他自治体の取組（設置状況）文科省HPから
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他自治体の取組（設置状況）文科省HPから
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他自治体の取組（福岡きぼう中学校）

◎福岡市立「福岡きぼう中学校」

開 校： 令和４年４月２０日（水）

生徒数： ３０人（１５歳～８２歳）

特 色： 九州初の公立夜間中学校

市教育センター４階に開設

校歌は生徒と考えて作っていく
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他自治体の取組（指定都市の状況）

団体名 学校名 備考 団体名 学校名 備考

札幌市 星友館中学校 R4開校 大阪市 天王寺中学校 統合計画

仙台市 ⇒R5.4開校予定 大阪市 天満中学校

さいたま市 大阪市 文の里中学校 統合計画

千葉市 ⇒R5.4開校予定 大阪市 東生野中学校

川崎市 西中原中学校 堺市 殿馬場中学校

横浜市 蒔田中学校 神戸市 丸山中学校西野分校

相模原市 大野南中学校分校夜間学級 R4開校 神戸市 兵庫中学校北分校

新潟市 岡山市 ⇒新設検討中

静岡市 広島市 観音中学校

浜松市 広島市 二葉中学校

名古屋市 北九州市 ⇒新設検討中

京都市 洛友中学校 福岡市 福岡きぼう中学校 R4開校

熊本市 ⇒新設検討中 県立？
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北九州市の取組（自主夜間学級）

青春学校（1994・平成6～）⇒穴生・中学校「夜間学級」

よみかき教室・城野（1998・平成10～）

⇒城南中学校「夜間学級」

「北九州市に夜間中学をつくる会」（～2011・平成23年度末）

北九州市「夜間学級運営支援事業」（2005・平成17～）

教育機会確保法施行後も、同様の支援を継続
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北九州市の取組（アンケート調査①）

「公立夜間中学のアンケート調査」

期 間： 令和３年７月～８月

対象者： 公立夜間中学での勉強に関心がある方

周知方法：ポスター・チラシを公共施設やコンビニに配置

市立小中学校の児童・生徒に案内チラシを配布

回答方法：はがき付きチラシを使い、はがきをポストに入れる

インターネット（日本語のほか、５か国語に対応）

回答数： ５９８件 うち「自分が学びたい １６５件」
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北九州市の取組（アンケート調査②）

特徴

高い学び直しニーズ

若い世代が多い

中学は卒業している

ほぼ日本国籍者

各区に分散
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北九州市の取組（考える会）

「公立夜間中学校設置検討事業」（2022・令和４年5月～）

「北九州市公立夜間中学校を考える会議」

✓全国の先進事例と本市の状況を研究

✓有識者からご意見をいただき、公立夜間中学の

あり方について議論する「考える会」

✓「公立夜間中学にかかる基本計画（案）」策定
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